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2007年3月13日（火）第二回居酒屋甲子園決勝大会開催

理事長大嶋啓介（㈲てっぺん代表取締役）を中心に“外食産業を活性化したい”という熱い想いをもつ同志が集まり、
【共に学び、共に成長し、共に勝つ】を理念とし、2006年1月に非営利団体（NPO法人）として設立。
「居酒屋から日本を元気にしたい」という想いと理念に共感し、日本全国の同志が会社の垣根を越え、1年に1回集結する大会。

とは？

私達はこんな想いで居酒屋甲子園を立ち上げました

居酒屋甲子園とは一言で言えば、野球の甲子園と同じ「熱い大会」です。野球のように、そこには様々なドラマがあり、青春が
あり、本気さと熱さがあり、想いがあります。

決勝大会までの流れは、
①居酒屋甲子園の想いに賛同した店舗がエントリー。
②10月、11月、12月の3ヶ月（毎月１回）お店に覆面モニター調査が入る。
③3ヵ月の合計点数の高かった上位6店舗が決勝大会（第二回居酒屋甲子園）に進むことができる。
④決勝進出店舗は、壇上で自店の取組をプレゼンテーションし、観客の投票により優勝店舗を決定する。

おかげさまで今年で第二回目を開催させて頂きます。
第一回は、236店舗がエントリーし、日比谷公会堂に2000人の観客が集まりました。今年は、739店舗が参加し、会場はパシフィコ
横浜で5000人導引予定です。（3月13日）今年から全国を3エリアに分けました。エリアの上位2店舗（計6店舗）が決勝大会
へ進出することができます。

ここで誤解を招きやすいことがあります。実際、第一回は大盛況で幕を閉じさせて頂きましたが、大きな誤解も生まれました。
それは、居酒屋甲子園とは「居酒屋の日本一」を決めることだという誤解でした。「日本一」が一人歩きをしてしまったのです。

日本一を決めることだけが目的ではありません。
私たちの目的は、この企画を通して、居酒屋全体が共に学び、共に成長し、共に勝ち、居酒屋から日本を活性化することなのです。

いままで横のつながりは少なかったと思います。
自分さえ良ければ・・・
自分のお店さえ良ければ・・・・という考えの会社が多かったのではないでしょうか？居酒屋甲子園の目的は何度も言いますが、
みんなで切磋琢磨し、みんなでこの業界・日本全体を元気にしようという企画です。良いところはみんなで共有し、良くないところは
みんなで改善しあい、みんなで成長する。それが、私たちの目的です。

この居酒屋甲子園をきっかけに、各地で熱い同志が勉強会を発足しました。
（宮城県：杜の勉強会・千の会、神奈川県：エンジン会、千葉県：フードリーム会、埼玉県：埼玉盛り上げよう会、広島県：立志会
福岡県：ICOO会）
また、参加店舗様からはたくさんの声も頂いています。居酒屋甲子園に参加することで、「目標ができ、みんながお客様に喜んで
もらうためにはどうすればいいかを必死に考えるようになった」「アルバイトさんも含め、スタッフ全員が同じベクトルになった」「参加
店舗同士の交流が増え、情報がたくさん入るようになった」「アルバイトさんのモチベーションが変わった」「可能性が広がった」「夢
ができた」「飲食業界に誇りをもち、内定してた大手企業を断ってまで入った」・・等々

今、大人や若者が夢を持てない現実があります。命さえも無駄にしてしまう現状があります。
大人が夢を持てないで、未来を担う子どもたちが夢を持てるはずがありません。
逆を言うならば、大人が夢を持てば、子どもたちは自然と夢を持てるはずです。同じように、居酒屋のスタッフが目標や夢を持ち、
キラキラ輝いていれば、お客さんだってキラキラ輝くに違いありません。居酒屋で愚痴や不平不満をいう毎日ではなく、夢を語るような
空間になるはずです。そのためには、まずお店が輝くこと、スタッフが誇りや夢をもって働くことが重要なのです。

第一回居酒屋甲子園を見て、多くの方が感動し涙しました。
多くの方に「忘れかけていた初心」「あきらめかけていた初心」に気づけたという声を頂きました。
多くの方に「勇気をもらった」「もう一度挑戦します！」といった声を頂きました。

居酒屋甲子園とは？
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エリア 順位
1
2
1
2
1
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

休憩

合点　本厚木店　（神奈川）
炭火串焼厨房くふ楽　本八幡店 （千葉）

第2エリア

第3エリア

ジャパン興業株式会社
有限会社　ドゥープ

いなせ寅゛衛門　（愛知）
東洋酒家　はなれ　（群馬）
参加店舗名

第1エリア

囲酒屋 永遠の縁卓　（広島）
KOREAN　CUISINE　JYAPUCHE　雑菜　（兵庫）

閉会式
表彰イベント

代表店舗プレゼンテーション5
代表店舗プレゼンテーション4

代表店舗プレゼンテーション3
代表店舗プレゼンテーション2
代表店舗プレゼンテーション1
選手宣誓
挨拶

開催日 2007年3月13日(火)

優勝店舗選出投票
代表店舗プレゼンテーション6

オープニングイベント

テーマ
時間

「ありがとう」
10：00～15：00（予定）

発表店舗数
参加店舗数

予選上位6店
全国739店舗

日本一決定方法 店舗活動VTRと活動内容プレゼンへの各店舗への当日投票

2006年10月～12月の3ヶ月の調査
覆面調査の3ヶ月分の合計点数

発表選定基準

当日入場者数
開催会場

5000人（予定）
パシフィコ横浜

会社名

株式会社　永遠希
有限会社　コーズダイニングシステム
株式会社 ライブフードプロデュース
株式会社 くふ楽

第二回居酒屋甲子園決勝大会　　概要

　2007年3月13日 当日スケジュール（予定）

会場
（パシフィコ横浜まで）

◆みなとみらい線
みなとみらい駅より
徒歩3分

◆JR線
桜木町駅より
徒歩12分

地図

＜本件に関するお問合せ先＞
-------------------------------------------------
NPO法人　居酒屋甲子園事務局
事務局長　清水香里
住所：東京都渋谷区宇田川町6-20
　　　　　　　　　　　　　　　パークアクシス渋谷神南1201
TEL：03-5459-5102　　FAX：03-5459-5077
携帯：090-1104-1219
E-mail： info@izako.org　　HP： http://www.izako.org/
受付時間　平日 午前11:00 ～ 午後7:00
(土曜・日曜・祝祭日はお休みさせて頂いております。)
--------------------------------------------------
※情報ご掲載頂いた際は、どうぞ貴誌（掲載誌）をお送りください。

配信元：有限会社 BAZi　高須順子　TEL：03-5414-8034

決勝大会チケット読者プレゼントのお知らせ

貴誌（紙）で居酒屋甲子園決勝大会チケットの
読者プレゼントしませんか？

居酒屋甲子園を記事にして頂いた貴社には、
決勝大会チケット
（読者プレゼント用）を2枚
プレゼントさせていただきます。

つづき

「本気」の想いは伝わります。
「本気」の想いには人の心を動かす力があります。

この企画を通して、「居酒屋から日本を元気にしたい」と本気の想いで取り組んでいます。より多くの方に会場の空気を体感して
頂ければと感じております。

第二回居酒屋甲子園決勝大会進出店舗

※詳細は居酒屋甲子園HPをご覧ください。　HP： http://www.izako.org/

※昼食の為の売店は設けておりません。

第一回大会様子

大会当日の取材に関して

第一回居酒屋甲子園の模様がHPから見ることができます！

決勝大会、大交流会お申込みを開始

2007年1月10日（水）より、当ホームページより決勝大会
及び大交流会のお申込みを開始致しました。
　http://www.izako.org/

2007年2月2日（予定）に当ホームページより第一回居酒屋
甲子園決勝大会の様子が閲覧できるようになります。

（10分程度）　ホームページ：　http://www.izako.org/

第二回居酒屋甲子園決勝大会の取材につきましては
事前お申込み制となっております。どうぞ下記までお問
合せください。またスペースに限りがございます。
一杯になり次第終了とさせていただきますので宜しくお
願い致します。
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